
№ 8 女子

輝く瞳　燃える情熱　～若人の夢　この北の大地に～

22 日 (金) ： 30 ～
コート 第 1 試合
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桂　　和路（札幌陵北中）

【リーグ戦績】
№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 19 1 7 2 4 23 0 11 1 2

5 2 0 0 2 5 18 - 14 0 1

6 0 0 0 0 6 14 - 11 1 勝

7 0 0 0 0 7 53 9 - 14 49 0 0 位

8 6 2 0 0 8 12 2 3 0 2 12 - 10 0 敗

9 10 2 2 0 9

10 0 0 0 0 10 0 0

11 11 2 0 1 0 2 0 勝

12 12 12 0 6 0 2 0 0 位

13 13 0 敗

14 4 0 2 0 14

15 12 0 5 2 15 0 0 0 0 1 14 - 18 0 0

16 16 11 - 14 0 勝

17 17 49 14 - 9 53 1 0 位

18 18 10 - 12 1 敗

53 5 16 6 49 2 21 1 9

会　場

【試合結果】

日　時 　　平成１５年８月 9
　札幌美香保体育館 Ｈ

　【戦評】
　全国大会出場３回目の樟蔭東と初出場の酒井根のこのカード。第１試合ということで、両チームともやや
固さがみられるが、樟蔭東＃４上蔀のシュートをきっかけに樟蔭東が先に流れをつかむ。樟蔭東フルコート
マンツーマン。酒井根は高さを生かした２－３のゾーンをしく。スピードを身上とする樟蔭東に対してファ
ウルが先行する酒井根。酒井根＃８米澤がたくみなドリブルでプレスを切り崩すもシュートが決まらず樟蔭
東がゲームをリードし、１８－１４と樟蔭東リードで１クォーター終了。２クォーター、高さを生かしたい
酒井根だが、樟蔭東の固いディフェンスで攻めあぐむが、＃４猪狩のカットインを中心に得点を重ねる。樟
蔭東は＃４上蔀の内外を中心に速いパスワークで着実に得点を重ね、３２－２５で２クオーターを終了。３
クォーターから酒井根は１－３－１に変え、樟蔭東のパスを遮断する。このディフェンスがきき、樟蔭東の
ボールが止まり出し、リバウンドも酒井根が制するようになる。残り２分から酒井根＃４のゴール下に高い
パスが通り、連続３ゴールを決める。樟蔭東は１年生＃１５藪田がシュート、フリースローを確実に決め４
１－３９と樟蔭東のリード２点で３クォーターを終了。両チーム、決勝トーナメント進出のためにもこの初
戦を勝っておきたいところ。変わって入った樟蔭東＃１４広倉が２本シュートを決める。酒井根＃４猪狩も
高さを生かしたゴール下を決め、残り４分に４６－４７とこの試合初めてのリードをうばう。両チームとも
ターンノーバーを繰り返すが樟蔭東＃４がジャンプシュート、パスカットからの速攻を連続して決め、５１
－４７。酒井根も好ガード＃８米澤が速攻を決めて５１－４９と詰め寄るも、１年生ながら終始落ち着いた
プレーで活躍していた樟蔭東＃１５藪田が決め、５３－４９で終了。敗れはしたものの、最後まであきらめ
ない酒井根の頑張りは見事であった。
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樟蔭東 53 9
大阪

上蔀　麻衣 1 猪狩　友美

森上　沙知 3 梅津　智翔

樟蔭東

0

遠藤　郁佳 0 瀧本　彩乃

滝澤　綾佳 0 松本　愛

泉野　由香 河野　さやか

広倉　千夏 2 米澤　舞 (大阪)

姫野　愛 1 山田　麻衣子

高田　美紗子 齋藤　絵美

松浦　由依 安藤　さとみ

青木　綾花 小池　花恵

牧野　由香 成島　香織

広倉　綾乃 0 矢部　歩

薮田　早紀 2 大平　文香

9 合計

八田　悦世

合計

樟蔭東(大阪) 酒井根(千葉)

【個人トータル表】

主　審

中道　麻衣 山下　真美

檜原　亜衣

樟蔭東

田　幸男　(北海道)

酒井根

千葉

(大阪)

氏　　名 反則 氏　　名
　

盛岡白百合 酒井根
勝敗 順位

(岩手) (千葉)

盛岡白百合

酒井根

(千葉)

(岩手)


